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12人が一般質問で登壇

ここに
注目！

新町長に聞く！
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今
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共
和
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総
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事
賞
を
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賞
し
た
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品
で
す
。

編
集
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記

　
「
は
さ
み
議
会
だ
よ
り
」
は
年
４
回
発

行
し
、
今
回
で
１
６
０
号
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
の
伝
達
技
術
も
様
変
わ
り
し
、
現

在
は
議
会
を
直
接
傍
聴
し
な
く
て
も
生
中

継
や
動
画
配
信
で
観
る
、
聴
く
な
ど
利
便

性
が
か
な
り
向
上
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
進
化
し
た
技

術
を
浸
透
さ
せ
、
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

に
変
革
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
政
に
対
し
て
町
民
皆
様
の

様
々
な
声
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
民
と

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
厳
し
い
社
会

情
勢
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
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傍聴者の声 9
いただいたご意見を紹介します。

今後、議会だよりでは町民皆様の声を掲載していく予定です。

月定例会には延べ39人の傍聴者がありました。

①傍聴席に入ると空気が一変する。行政側と議
員席が対面し、そこは緊張感にあふれる会場
だった。双方が「町をもっとよくしたいと願う」
白熱した議論から町政が高まっていくことを
体験した。

②傍聴席はいつもがらがらで少し寂しいが、世
の中の政治的無関心を考えればそんなもので
しょうか。自治会の役員さんは、特に傍聴して
関心を高めていただきたい。　（74歳　男性）

①新町長が初議会で所信表明をされ、これから
の町政についてどう答弁されるか期待したが、
緊張されていたのか少し元気がなかった。

②テレビ放映のお陰で議会活動が身近に感じら
れて、町政にも関心が持てるようになった。

③一般質問において、１項目ずつ質問、答弁、
　質疑応答ができないのでしょうか。

（67歳　男性）

町長と二人の新人議員は初めての議会でした。
新人議員の発言に対して答弁者の丁寧な対応
を感じ、ベテラン議員の時は白熱した時間帯も
あり真剣な対応に身を乗り出しました。

（68歳　男性）

①時間の都合で２名の質疑応答だけを拝聴しま
したが、２名ともよく観察したり、いろんな統計
を取ったりされていることに感心しました。
②私の所は生放送が観られないので、はじめて
傍聴しに来ました。　　　　 （66歳　女性）

①質問や答弁の経緯を傍聴することで、波佐見
町の発展のために双方が様々な勉強とご苦
労をなされていることが伝わりました。
②生放送の時間帯は仕事で、たまたま夜にチャ
ンネルを変えてみたら一般質問が放映されて
いました。できたら再放送があることを町内放
送で流してもらいたい。　　　　　　（女性）

①質問内容が重複するものがあったので、まと
めて質問した方がいいと思う。

②生放送により、議会の様子がリアルタイムで
観られるので、町や議員の考えが分かりやす
くてとてもよい。
③答弁は、「思います」ではなく、「いたします」と
言えるように事前調査に力を入れてほしい。

④一般質問の日時や議員の順番・内容等が事前
に分かるともっと関心を持ってもらえると思う。

　　　　　　　　　（63歳　女性）

　「波佐見に住んで良かった」
と思える町を目指すのはもと
より、進学や就職で町を離れて
も帰ってきたくなるような、
今以上に魅力ある町づくりの
ために頑張ります。

　一般質問は大変緊張しまし
た。
　議場の雰囲気や委員会等の
空気にはいくらか慣れました
が、内容はこれからしっかり
勉強していきます。濵本　秋人 議員前田　博司 議員
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令和3年度の一般会計収入は7億438万円の減､支出は7億6014万円の減となりました。
審議の結果、令和3年度一般会計歳入歳出決算他6件については、全会一致で認定されました。

支出 財

町税
12億4838万円

地方債
5億
1510万円

県支出金
7億8689万円

国庫支出金
16億9524万円

地方交付税
23億380万円

寄附金
20億6937万円

繰入金
  7億3869万円

諸収入
1億5935万円

その他
3億1283万円

その他
交付金等
4億8525万円

依
存

56.1％

町民税、固定資産税、軽自
動車税など皆さんが町に納
めているお金です

行政サービスに関る
システム費用や自治
会など地域コミュニ
ティのほか財産管理
等に要するお金です

ふるさと納税が前年度から
2億7400万円増えました

自治体の規模や人口に
応じて国から交付され
るものです

新型コロナウイルス感染症
対策事業、子育て支援や
福祉事業などに充てられます

医療や介護や子育てなど
福祉に使われるお金です

総務費
31億3012万円

民生費
27億6262万円

議会費、労働費、　諸支出金　1億1095万円 公債費　5億5205万円

消防費
2億3684万円

商工費
5億8408万円

土木費
8億8111万円

衛生費
　4億6632万円

教育費
9億8052万円

支出（使い道） 100億8989万円 （7.0%減） 収入（財源） 103億1490万円 （6.4%減）

源

5年間の一般会計決算の推移 前年度比増収の主な内訳

平成
29年度 30年度 3年度2年度

令和
元年度

65億
6619万円

70億
3286万円

79億
4490万円

110億
1928万円 103億

1490万円
収入

令和３年度に行われた主な事業
増　収　額項　目

寄附金

地方交付税

2億8326万円

2億7997万円

前年度比減収の主な内訳
減　収　額項　目

国庫支出金

　町　債

12億 427万円

4億2296万円

・中央小学校校舎改修事業（外壁） 
・折敷瀬団地外壁改修事業 
・波佐見高校支援事業 
・高齢者タクシー利用助成事業 
・新庁舎建設事業(実施設計・解体・造成など） 
・プレミアム商品券事業 中央小学校校舎改修事業（外壁）

プレミアム商品券

農林水産費
2億1671万円

災害復旧費 1億6857万円

■基金及び地方債残高

地方債：自治体が建設事業等を行う際に、国の同意等を得て行う借入金

地 方 債 63億5753万円  524万円減

項　　目 令和３年度末 前年度からの増減

基 金 52億8437万円 6億7218万円増

令和3年度決算 一般会計の収支

自

財
主

43.9％
源収入
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　総括的な所見としては、本町の実質公債比率は改善がみられるが、依然として
依存財源の割合は大きく、財源基盤の安定化には乏しい財政状況となっている。
　歳入では「ふるさとづくり応援寄附金」の大幅増があるものの、町税等の減や
国・県支出金の増で全体を占める自主財源の割合が下降となり、今後、ますます
厳しい財政運営が強いられることが予想される。
　また、歳出では社会保障関係費の増加など厳しい状況が見込まれることから、
引き続き財源確保に最大限傾注し地方交付税等を含め必要な一般財源総額の確保
と充実を望むものである。

　今回、議会運営委員会において、予算特別委員会や決算特別委員会の在り方を協議
し、これまでの全管理職出席型に問題認識の共有など利点はあるが、審議時間の長期
化や年度の数値にこだわるあまり、事業自体の評価が難しいなどの課題もあった。
　そこで今回、常任委員会における所管事務調査が活性化してきたことも踏まえ、先
行事例を参考に、分科会制による決算審議を行うことにした。
　分科会は、総務文教委員会、産業厚生委員会の常任委員会所管課の決算事項につい
て、管理職等を説明員として調査を行った。
　全管理職出席型の決算審査に比べて、執行部と議員側がそれぞれの拘束時間を減ら
すことができ、かつこれまでの常任委員会で得られた所見を活用した深い議論が行う
ことができた。

委員長　尾上　和孝主査：福田 勝也､副主査：田添 有喜

❶決算書の数字を間違わないように慎重に取り組むこと。
❷成果説明書※1の説明や表記の仕方については、今後に

活かされるようにすること。
❸当初予算に対する執行率を明記すること。
❹国及び県からの収入を、どこの管轄の収入かを括弧書す

れば分かりやすい。
❺諸事情はあれ、繰越明許費※2が多い。もっと明確にする

こと。
❻今回より成果説明書※1の書式が変わった。成果説明書

の選択の仕方はどのように決めているのか。良い事ばか
りではなく、執行率が悪い点についても盛り込むべきである。

❼地区からの環境整備の要望については、今後も誠意を持って対応すべきである。
※1　成果説明書：町長が決算書と併せて議会に提出しなければならない、事業の成果等が記された書類。　

　　　　　　　　（正式には「主要な施策の成果の説明」という）
※2　繰越明許費：歳出予算のうち、年度内にその支出が終わらない見込みのものについて、翌年度に　

　　　　　　　　繰り越して使用する経費。

意見
分科会の

所見

　第一分科会に付託された総務文教委員会所管課の決算及び主要な施策の成果につい
て審査を行った。

・各課において活発な質疑応答があった。
・各課とも適正に執行されていたが一部、繰越明許費や不用額が見受けられた。
　「主要な施策の成果の説明」には、決算後の予算編成に向けて、今後の課題や
　問題点も記載するなど、改善が必要と考える。
・職員研修や人員確保など「行政サービス」に支障がないよう環境整備に努め
　てもらいたい。
・縦割り行政とならないように事業が関連する各課との連携、把握が必要と考える。

決算特別委員会 委員長報告

審査の
所見

日程1 9月29日（木）会計課、税務課、企画財政課、庁舎建設推進室
日程2 10月 ３日（月）総務課、教育委員会・給食センター、住民福祉課、議会事務局

第一分科会審査報告

主査：城後 光、副主査：岡村 達馬
　第二分科会に付託された産業厚生委員会所管課の決算及び主要な施策の成果につい
て審査を行った。

・各課の事業について、活発な質疑応答が行われた。
・限られた予算及び人員の中で、多様な事業が精力的に行われている点には

敬意を表す。ただし、長期に渡り実施されている事業については見直しが
必要な点もあり、今後の検討が必要な部分も考えられる。

・長期の事業期間を要する大型事業については、関係者のみならず町民全体
に計画を示しながら事業を進めてもらいたい。

・通常業務に加え、災害対応など突発的事業に要する業務量も複雑かつ長期
化の傾向が見られる。

・職員負荷軽減のためにも、業務改善や外部委託を積極的に行ってほしい。

 鬼木郷の福田清人先生生家を改修し、民泊拠点とし
ての整備が行われている。大学生などの集団合宿受
け入れを想定し、外観は大きく変更せず、機能的な
内装を整備された。
　概ね整備が進んでいるものの、冬期の断熱対策な
ど、追加整備の必要性を指摘した。

　川内郷ほたる会館周辺の農地（法面）にてセンチピードグラ
スの吹き付け実証が行われている。これは、特許を有する既存
の植生を芝生化し、草刈の手間を軽減させる手法である。
 非常に有効と考えられ、営農者が減っている急斜地地域での
早期導入を求めたい。

審査の
所見

日程1 9月30日（金）建設課、長寿支援課、子ども・健康保険課、住民福祉課
日程2 10月 4日（火）水道課、商工観光課、農林課
日程3 10月 7日（金）現地調査（川内郷農地、豪雨災害復旧工事７箇所、
　　　　　　　　　　　鬼木郷民泊拠点施設）

第二分科会審査報告

現地調査
概要

現地調査
概要

4議会だより   令和４年12月  第160号



　総括的な所見としては、本町の実質公債比率は改善がみられるが、依然として
依存財源の割合は大きく、財源基盤の安定化には乏しい財政状況となっている。
　歳入では「ふるさとづくり応援寄附金」の大幅増があるものの、町税等の減や
国・県支出金の増で全体を占める自主財源の割合が下降となり、今後、ますます
厳しい財政運営が強いられることが予想される。
　また、歳出では社会保障関係費の増加など厳しい状況が見込まれることから、
引き続き財源確保に最大限傾注し地方交付税等を含め必要な一般財源総額の確保
と充実を望むものである。

　今回、議会運営委員会において、予算特別委員会や決算特別委員会の在り方を協議
し、これまでの全管理職出席型に問題認識の共有など利点はあるが、審議時間の長期
化や年度の数値にこだわるあまり、事業自体の評価が難しいなどの課題もあった。
　そこで今回、常任委員会における所管事務調査が活性化してきたことも踏まえ、先
行事例を参考に、分科会制による決算審議を行うことにした。
　分科会は、総務文教委員会、産業厚生委員会の常任委員会所管課の決算事項につい
て、管理職等を説明員として調査を行った。
　全管理職出席型の決算審査に比べて、執行部と議員側がそれぞれの拘束時間を減ら
すことができ、かつこれまでの常任委員会で得られた所見を活用した深い議論が行う
ことができた。

委員長　尾上　和孝主査：福田 勝也､副主査：田添 有喜

❶決算書の数字を間違わないように慎重に取り組むこと。
❷成果説明書※1の説明や表記の仕方については、今後に

活かされるようにすること。
❸当初予算に対する執行率を明記すること。
❹国及び県からの収入を、どこの管轄の収入かを括弧書す

れば分かりやすい。
❺諸事情はあれ、繰越明許費※2が多い。もっと明確にする

こと。
❻今回より成果説明書※1の書式が変わった。成果説明書

の選択の仕方はどのように決めているのか。良い事ばか
りではなく、執行率が悪い点についても盛り込むべきである。

❼地区からの環境整備の要望については、今後も誠意を持って対応すべきである。
※1　成果説明書：町長が決算書と併せて議会に提出しなければならない、事業の成果等が記された書類。　

　　　　　　　　（正式には「主要な施策の成果の説明」という）
※2　繰越明許費：歳出予算のうち、年度内にその支出が終わらない見込みのものについて、翌年度に　

　　　　　　　　繰り越して使用する経費。

意見
分科会の

所見

　第一分科会に付託された総務文教委員会所管課の決算及び主要な施策の成果につい
て審査を行った。

・各課において活発な質疑応答があった。
・各課とも適正に執行されていたが一部、繰越明許費や不用額が見受けられた。
　「主要な施策の成果の説明」には、決算後の予算編成に向けて、今後の課題や
　問題点も記載するなど、改善が必要と考える。
・職員研修や人員確保など「行政サービス」に支障がないよう環境整備に努め
　てもらいたい。
・縦割り行政とならないように事業が関連する各課との連携、把握が必要と考える。

決算特別委員会 委員長報告

審査の
所見

日程1 9月29日（木）会計課、税務課、企画財政課、庁舎建設推進室
日程2 10月 ３日（月）総務課、教育委員会・給食センター、住民福祉課、議会事務局

第一分科会審査報告

主査：城後 光、副主査：岡村 達馬
　第二分科会に付託された産業厚生委員会所管課の決算及び主要な施策の成果につい
て審査を行った。

・各課の事業について、活発な質疑応答が行われた。
・限られた予算及び人員の中で、多様な事業が精力的に行われている点には

敬意を表す。ただし、長期に渡り実施されている事業については見直しが
必要な点もあり、今後の検討が必要な部分も考えられる。

・長期の事業期間を要する大型事業については、関係者のみならず町民全体
に計画を示しながら事業を進めてもらいたい。

・通常業務に加え、災害対応など突発的事業に要する業務量も複雑かつ長期
化の傾向が見られる。

・職員負荷軽減のためにも、業務改善や外部委託を積極的に行ってほしい。

 鬼木郷の福田清人先生生家を改修し、民泊拠点とし
ての整備が行われている。大学生などの集団合宿受
け入れを想定し、外観は大きく変更せず、機能的な
内装を整備された。
　概ね整備が進んでいるものの、冬期の断熱対策な
ど、追加整備の必要性を指摘した。

　川内郷ほたる会館周辺の農地（法面）にてセンチピードグラ
スの吹き付け実証が行われている。これは、特許を有する既存
の植生を芝生化し、草刈の手間を軽減させる手法である。
 非常に有効と考えられ、営農者が減っている急斜地地域での
早期導入を求めたい。

審査の
所見

日程1 9月30日（金）建設課、長寿支援課、子ども・健康保険課、住民福祉課
日程2 10月 4日（火）水道課、商工観光課、農林課
日程3 10月 7日（金）現地調査（川内郷農地、豪雨災害復旧工事７箇所、
　　　　　　　　　　　鬼木郷民泊拠点施設）

第二分科会審査報告

現地調査
概要

現地調査
概要
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　名

写真 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

①

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

新体制報告

　常任委員会と議会運営委員会は任期が２年ということで下記のとおり決定しました。議長
（写真⑪）及び副議長（写真⑫）の任期は４年で変更はありません。
　この新体制で11月2日より心新たに活動を始めました。

産 業 厚 生 委 員 会

委 員 長　北村清美
副委員長　岡村達馬
委　　員　前田博司、澤田昭則、城後　光
　　　　　横山聖代、尾上和孝

　住民福祉課（戸籍係を除く）、子ども・健
康保険課、長寿支援課、農林課、商工観光
課、建設課、水道課、農業委員会の所管に
関する事項等を調査します。

総 務 文 教 委 員 会

委 員 長　脇坂正孝
副委員長　田添有喜
委　　員　濵本秋人、岡村真由美、福田勝也
　　　　　三石　孝、百武辰美

　総務課、企画財政課、税務課、住民福祉
課（戸籍係）会計課、庁舎建設推進室、選
挙管理委員会、監査委員、教育委員会の所
管に関する事項等を調査します。

議 会 広 報
調 査 特 別 委 員 会

委 員 長　田添有喜
副委員長　澤田昭則
委　　員　前田博司、濵本秋人
　　　　　岡村真由美、岡村達馬

　年４回の定例会終了後、掲載原稿の校正
と編集を行い、「議会だより」の発行等を
行います。

新 庁 舎 建 設 等
調 査 特 別 委 員 会

委 員 長　北村清美
副委員長　三石　孝
委　　員　澤田昭則、岡村真由美
　　　　　岡村達馬、脇坂正孝、尾上和孝

　令和5年8月の完成を予定している新庁
舎建設の、適正かつ計画的な管理運営につ
いて調査研究を行います。

議 会 改 革
調 査 特 別 委 員 会

委 員 長　尾上和孝
副委員長　田添有喜
委　　員　議長を除く11名の議員

　国・県においても改革が進む中、本町の
議会における様々な課題解決を図るため、
調査研究を行い、議会改革に努めていま
す。

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長　福田勝也
副委員長　岡村達馬
委　　員　田添有喜、北村清美
　　　　　脇坂正孝、尾上和孝

　地方自治法や議会の運営基準に基づき円
滑な議会運営を行うため協議し、意見の調
整を図ります。

6議会だより   令和４年12月  第160号



波佐見町議会新体制紹介波佐見町議会新体制紹介
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写真 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

①

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

新体制報告

　常任委員会と議会運営委員会は任期が２年ということで下記のとおり決定しました。議長
（写真⑪）及び副議長（写真⑫）の任期は４年で変更はありません。
　この新体制で11月2日より心新たに活動を始めました。

産 業 厚 生 委 員 会

委 員 長　北村清美
副委員長　岡村達馬
委　　員　前田博司、澤田昭則、城後　光
　　　　　横山聖代、尾上和孝

　住民福祉課（戸籍係を除く）、子ども・健
康保険課、長寿支援課、農林課、商工観光
課、建設課、水道課、農業委員会の所管に
関する事項等を調査します。

総 務 文 教 委 員 会

委 員 長　脇坂正孝
副委員長　田添有喜
委　　員　濵本秋人、岡村真由美、福田勝也
　　　　　三石　孝、百武辰美

　総務課、企画財政課、税務課、住民福祉
課（戸籍係）会計課、庁舎建設推進室、選
挙管理委員会、監査委員、教育委員会の所
管に関する事項等を調査します。

議 会 広 報
調 査 特 別 委 員 会

委 員 長　田添有喜
副委員長　澤田昭則
委　　員　前田博司、濵本秋人
　　　　　岡村真由美、岡村達馬

　年４回の定例会終了後、掲載原稿の校正
と編集を行い、「議会だより」の発行等を
行います。

新 庁 舎 建 設 等
調 査 特 別 委 員 会

委 員 長　北村清美
副委員長　三石　孝
委　　員　澤田昭則、岡村真由美
　　　　　岡村達馬、脇坂正孝、尾上和孝

　令和5年8月の完成を予定している新庁
舎建設の、適正かつ計画的な管理運営につ
いて調査研究を行います。

議 会 改 革
調 査 特 別 委 員 会

委 員 長　尾上和孝
副委員長　田添有喜
委　　員　議長を除く11名の議員

　国・県においても改革が進む中、本町の
議会における様々な課題解決を図るため、
調査研究を行い、議会改革に努めていま
す。

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長　福田勝也
副委員長　岡村達馬
委　　員　田添有喜、北村清美
　　　　　脇坂正孝、尾上和孝

　地方自治法や議会の運営基準に基づき円
滑な議会運営を行うため協議し、意見の調
整を図ります。
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・令和４年度一般会計補正予算（第３号、第４号）
・令和４年度特別会計補正予算
　　国民健康保険（第１号）、介護保険（第１号）、
　　公共下水道（第１号）
・令和４年度上水道事業会計補正予算（第１号）

・令和３年度一般会計歳入歳出決算認定
・令和３年度特別会計歳入歳出決算認定
　　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、
　　公共下水道

条例

決算

補正
予算

審議
の

結果

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○●○○○○○○○ 可 決

○○○○○○○○○○○○○ 可 決

○○○○○○○○○○○○○

可決

可決
及び
認定

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。 名

員
議

・町内小中学校トイレ改修工事（１工区）請負契約の締結
・町内小中学校トイレ改修工事（２工区）請負契約の締結契約 ○○○○○○○○○○○○○ 可決

認定

・教育委員会委員の任命人事 ○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○

・波佐見町公の施設に係る指定管理者の指定手続
　等に関する条例

・波佐見町情報通信技術を活用した行政手続きの
　推進に関する条例
・波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正す
　る条例

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

・令和３年度事業会計剰余金の処分及び決算の認定
　　上水道、工業用水道

※は掲載項目です。
　QRコードを読み取ると
　各議員の動画が見られます。　

ページ 議員名・質問項目

10
・
11

城後　　光
 

※・町長の所信表明
　　（観光交流人口拡大など）
　・自治体ＤＸの取組状況
※・野良猫を地域猫としていく
　　取組

岡村　達馬 ※・前川新町長の町づくり構想

田添　有喜
※・県道及び町道の整備
※・河川整備
※・教育行政

横山　聖代 ※・町長の所信表明
　　（子育て支援・高齢者支援）

前田　博司
※・町長の所信表明
　　（学校給食費無償化など）
※・ふるさとづくり応援寄附金

北村　清美
　・町長の所信表明
　　（「人」への支援など）
※・公共下水道地域の縮小に
　　よる合併浄化槽の推進

12
・
13

ページ 議員名・質問項目

福田　勝也

 

※・町長の所信表明（子育て
　　支援・地場産業振興など）
※・副町長の選任

岡村真由美
※・町民霊園の無縁墓への
　　対応策
※・波佐見高校の存続

澤田　昭則
※・町長の所信表明（子育て
　　支援・観光誘客など）
※・物価高騰対策支援

脇坂　正孝 ※・町長の所信表明等
　　（子育て支援）

濵本　秋人 ※・安全な町づくり
※・学校教育

三石　　孝 ※・町長の所信表明
　　（農業振興など）

16
・
17

９
月
定
例
会

９ 月
定例会

14
・
15

尾
上
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孝
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孝
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　博
司

また、8月臨時会において上程された次の３議案は、全会一致で可決となっています。
・令和４年度一般会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　・令和３年災　大鬼木他４地区災害復旧工事請負契約の締結　
・令和３年災　開田他２地区災害復旧工事請負契約の締結

9月定例会　議案審議

可決

城後　光 議員　
　本町においては指定管理制度に合った
公的施設は限られており、現状行われて
いる事業委託などにて対応が可能と考え
る。
　また、指定管理により受託者が年限を
区切られ事業を行うことは、公的サービ
スを行うにあたり、地元とのトラブルを
招くことも懸念される。
　よって、現状では指定管理に関する手
続きを定める条例を制定する必要はない
と考え反対する。

反対討論
三石　孝 議員　

　従来の公共施設の管理運営は、委託を
含め行政が直接行っている。しかし、職
員の人員不足により通常の業務にも支障
が生じており、新しい管理運営の方式が
必要とされてきた。指定管理はこの問題
の解消につながる方法である。
　また、この方式による住民サービスの
低下が懸念されているが、指定業者の適
格審査や指定後の取消し規定もあり、十
分対応できるものと判断し、この条例に
賛成する。

波佐見町公の施設に係る指定管理者の
指定手続き等に関する条例
　本事件については、総務文教委員会に付託され、令和４年10月11日に審査を行った。
 今後、新庁舎完成後の総合文化会館や講堂の活用をはじめ、町の公の施設に指定管理者制度を
導入する計画があるため、手続き等についての基本的な条項を定める必要がある。以上のこと
から、本委員会では全会一致で可決すべきものと決定し、10月19日の本会議において、賛成多
数で可決された。

賛成討論

可決使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
　陶芸の館伝習館の使用料について改正。一泊につき2,000円を徴収しているが、利用者のニ
ーズの変化に合わせ時勢に沿った料金体系を構築することを目的とする。
　今回の改正で一泊4,000円等の変更となった。

陶芸の館伝習館と管理人

Ｑ．ビジネスホテル並みの料金設定はいか
がなものか。そもそも陶芸体験希望者
のために安く設定されていたのではな
いか。

Ａ．従来の目的では収益が上がらないた
め、広く一般の方にも利用してもらえ
るよう施設を改修したことに伴い、使
用料を見直した。

Ｑ．中尾郷自治会ではなく、個人が管理さ
れていると聞くが。

Ａ．若い人の考えを取り入れているため、
若いスタッフとその指導者を中心に管
理してもらっている。代表者は自治会
長となっている。

　　　　　

質疑

一 般 質 問12人が登壇
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・令和４年度一般会計補正予算（第３号、第４号）
・令和４年度特別会計補正予算
　　国民健康保険（第１号）、介護保険（第１号）、
　　公共下水道（第１号）
・令和４年度上水道事業会計補正予算（第１号）

・令和３年度一般会計歳入歳出決算認定
・令和３年度特別会計歳入歳出決算認定
　　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、
　　公共下水道

条例

決算

補正
予算

審議
の

結果

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○●○○○○○○○ 可 決

○○○○○○○○○○○○○ 可 決

○○○○○○○○○○○○○

可決

可決
及び
認定

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。 名

員
議

・町内小中学校トイレ改修工事（１工区）請負契約の締結
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　各議員の動画が見られます。　

ページ 議員名・質問項目
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・
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・令和４年度一般会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　・令和３年災　大鬼木他４地区災害復旧工事請負契約の締結　
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　また、指定管理により受託者が年限を
区切られ事業を行うことは、公的サービ
スを行うにあたり、地元とのトラブルを
招くことも懸念される。
　よって、現状では指定管理に関する手
続きを定める条例を制定する必要はない
と考え反対する。

反対討論
三石　孝 議員　

　従来の公共施設の管理運営は、委託を
含め行政が直接行っている。しかし、職
員の人員不足により通常の業務にも支障
が生じており、新しい管理運営の方式が
必要とされてきた。指定管理はこの問題
の解消につながる方法である。
　また、この方式による住民サービスの
低下が懸念されているが、指定業者の適
格審査や指定後の取消し規定もあり、十
分対応できるものと判断し、この条例に
賛成する。

波佐見町公の施設に係る指定管理者の
指定手続き等に関する条例
　本事件については、総務文教委員会に付託され、令和４年10月11日に審査を行った。
 今後、新庁舎完成後の総合文化会館や講堂の活用をはじめ、町の公の施設に指定管理者制度を
導入する計画があるため、手続き等についての基本的な条項を定める必要がある。以上のこと
から、本委員会では全会一致で可決すべきものと決定し、10月19日の本会議において、賛成多
数で可決された。

賛成討論

可決使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
　陶芸の館伝習館の使用料について改正。一泊につき2,000円を徴収しているが、利用者のニ
ーズの変化に合わせ時勢に沿った料金体系を構築することを目的とする。
　今回の改正で一泊4,000円等の変更となった。

陶芸の館伝習館と管理人

Ｑ．ビジネスホテル並みの料金設定はいか
がなものか。そもそも陶芸体験希望者
のために安く設定されていたのではな
いか。

Ａ．従来の目的では収益が上がらないた
め、広く一般の方にも利用してもらえ
るよう施設を改修したことに伴い、使
用料を見直した。

Ｑ．中尾郷自治会ではなく、個人が管理さ
れていると聞くが。

Ａ．若い人の考えを取り入れているため、
若いスタッフとその指導者を中心に管
理してもらっている。代表者は自治会
長となっている。
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田添　有喜　 議員 岡村　達馬 議員 城後　光 議員 
沿線自治体と
連携を進める

県の整備計画は
ない

新幹線をどう活かすか二級河川の整備計画は

議員

町長町長
公約の町づくり
に努める

新しい町づくりの構想は

町長

TNR活動とは

歩道の整備箇所

波佐見町の人口動態

あちこち陶器まつり

　
西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
た
。

新
た
に
武
雄
温
泉
駅
と
嬉
野
温

泉
駅
が
本
町
へ
の
玄
関
口
と
な

っ
た
。

沿
線
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

新
幹
線
開
業
は
、
多
く

の
観
光
誘
客
が
見
込
め

る
な
ど
連
携
は
重
要
で
あ
る
。

武
雄
市
な
ど
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が

あ
る
。
お
互
い
の
観
光
協
会
を

含
め
て
何
が
で
き
る
か
、
で
き

る
に
は
ど
う
す
る
か
を
考
え
、

今
後
具
体
的
に
詰
め
て
い
く
。

　
猫
は
生
後
６
か
月
で
出
産
で

き
る
状
況
に
な
る
な
ど
、
非
常

に
繁
殖
力
が
強
い
。
野
良
猫
が

増
え
る
と
、
住
民
ト
ラ
ブ
ル
の

一
因
と
な
る
。
野
良
猫
を
減
ら

す
Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
い
う
取
組
み
が
、

町
内
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
。

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

町
で
も
支
援
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

県
で
は
地
域
猫
に
対
す

る
不
妊
去
勢
手
術
の
助

成
を
行
な
っ
て
い
る
。
町
で
も

手
術
可
能
な
獣
医
師
な
ど
の
実

態
を
踏
ま
え
、
十
分
に
研
究
し

独
自
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

町
と
し
て
今
後
の
対
応

方
針
は
。

地
域
猫
活
動
へ
の
支
援

と
野
良
猫
の
増
加
を
抑

え
る
手
立
て
を
行
い
、
地
域
に

お
け
る
猫
が
住
民
と
共
存
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

議員町長

議員
　
町
長
は
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
具
体
的
な
計
画
や
将
来
の

構
想
を
示
さ
れ
た
。

本
町
が
持
つ
農
業
振
興

地
域
と
都
市
計
画
区
域

の
二
大
土
地
利
用
計
画
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
活
か
し
て
行
く

の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
が
持

つ
目
的
や
制
限
を
考
慮

し
、
特
性
を
活
か
し
た
町
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

少
子
高
齢
人
口
減
少
時

代
の
町
づ
く
り
の
構
想

と
計
画
は
。

人
口
減
少
の
波
は
避
け

ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も「
波
佐
見
町
の
勢
い
」

を
止
め
ず
に
、
安
心
し
て
長
く

暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
た
い
。

新
し
い
世
代
の
子
育
て
、

教
育
、
福
祉
の
町
づ
く

り
へ
の
推
進
は
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
子
育
て
を

地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
て
い

く
。

　
み
ん
な
で
こ
こ
ろ
豊
か
な
成

長
を
目
指
す
施
策
に
取
り
組
み

た
い
。

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ

の
整
っ
た
町
は
人
口
が

増
え
て
い
る
。
町
の
具
体
的
な

行
動
と
計
画
は
。

議員
　
注
目
を
集
め
る
本
町
の
更
な

る
発
展
の
た
め
に
は
、
道
路
の

整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
課
題
で
あ
る
。

波
佐
見
郵
便
局
前
か
ら

宿
郷
濁
渕
間
の
歩
道
整

備
工
事
は
。

現
在
、
用
地
買
収
や
補

償
の
交
渉
を
行
っ
て
い

る
。
実
質
的
な
工
事
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
着
手
予
定
。

歩
道
整
備
は
ど
の
よ
う

な
計
画
で
実
施
さ
れ
て

い
る
か
。特

に
明
確
な
整
備
計
画

は
な
い
。
基
本
的
に
は

自
治
会
の
要
望
を
ベ
ー
ス
に
、

必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　
河
川
の
整
備
は
急
務
で
あ

り
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
早
急
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

二
級
河
川
の
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
町
と
し
て
県
へ

の
要
望
は
。

県
に
整
備
計
画
は
な
い

と
の
こ
と
。
町
は
、
地

元
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
写
真

や
資
料
を
取
り
ま
と
め
、
県
へ

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

二
級
河
川
村
木
川
の
浚

渫
及
び
樹
木
伐
採
の
工

事
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と
は
。

河
川
に
お
い
て
通
水
断

面
の
確
保
も
な
さ
れ

た
。
今
後
も
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
要
望
す
る
。

　
教
師
の
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、
教
育
界
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
　

中
学
校
の
「
部
活
動
の

地
域
移
行
」
へ
の
取
組

み
は
。

波
佐
見
町
地
域
部
活
動

推
進
検
討
委
員
会
（
仮

称
）
を
立
ち
上
げ
、
組
織
づ
く

り
を
始
め
て
行
く
。

公
共
施
設
は
長
寿
命
化

を
図
り
、
道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
重
要
度
な
ど

を
考
慮
し
た
い
。

「
訪
れ
た
く
な
る
町
」

へ
の
取
組
み
は
。

観
光
に
焼
き
物
は
欠
か

せ
な
い
が
、
南
地
区
に

は
違
う
客
層
も
あ
る
。
民
間
と

行
政
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

　

町長

議員町長 町長

議員町長 町長

議員

議員

町長

議員

整備された村木川

　町長の考えは
しっかりしたもの
である。
　子育て世代支援を充実
　　　　　させてほしい。

つぶ
　やき

町長

つぶ
　やき

　新町長にはこれ
までの町政の流れ
をくみ、更なる発展
をさせるとの意気込みを聞い
　　　　た。ぜひ勢いを止め
　　　　　　　ない施策を期
　　　　　　　待したい。

つぶ
　やき

▼

議員町長

町長

議員町長議員町長

議員教育長

1990年（H2年）は15,728人。
2022年（R4年）現在は14,381人。
2040年（R22年）は12,397人となる
見込み。

　議員も実態把握に
努めている。
　なぜ、自治会の要望が
優先されるのか。
　　　　　議員の声は地域の
　　　　　声でもある。
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田添　有喜　 議員 岡村　達馬 議員 城後　光 議員 
沿線自治体と
連携を進める

県の整備計画は
ない

新幹線をどう活かすか二級河川の整備計画は

議員

町長町長
公約の町づくり
に努める

新しい町づくりの構想は

町長

TNR活動とは

歩道の整備箇所

波佐見町の人口動態

あちこち陶器まつり

　
西
九
州
新
幹
線
が
開
業
し
た
。

新
た
に
武
雄
温
泉
駅
と
嬉
野
温

泉
駅
が
本
町
へ
の
玄
関
口
と
な

っ
た
。

沿
線
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

新
幹
線
開
業
は
、
多
く

の
観
光
誘
客
が
見
込
め

る
な
ど
連
携
は
重
要
で
あ
る
。

武
雄
市
な
ど
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が

あ
る
。
お
互
い
の
観
光
協
会
を

含
め
て
何
が
で
き
る
か
、
で
き

る
に
は
ど
う
す
る
か
を
考
え
、

今
後
具
体
的
に
詰
め
て
い
く
。

　
猫
は
生
後
６
か
月
で
出
産
で

き
る
状
況
に
な
る
な
ど
、
非
常

に
繁
殖
力
が
強
い
。
野
良
猫
が

増
え
る
と
、
住
民
ト
ラ
ブ
ル
の

一
因
と
な
る
。
野
良
猫
を
減
ら

す
Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
い
う
取
組
み
が
、

町
内
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
。

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

町
で
も
支
援
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

県
で
は
地
域
猫
に
対
す

る
不
妊
去
勢
手
術
の
助

成
を
行
な
っ
て
い
る
。
町
で
も

手
術
可
能
な
獣
医
師
な
ど
の
実

態
を
踏
ま
え
、
十
分
に
研
究
し

独
自
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

町
と
し
て
今
後
の
対
応

方
針
は
。

地
域
猫
活
動
へ
の
支
援

と
野
良
猫
の
増
加
を
抑

え
る
手
立
て
を
行
い
、
地
域
に

お
け
る
猫
が
住
民
と
共
存
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

議員町長

議員
　
町
長
は
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
具
体
的
な
計
画
や
将
来
の

構
想
を
示
さ
れ
た
。

本
町
が
持
つ
農
業
振
興

地
域
と
都
市
計
画
区
域

の
二
大
土
地
利
用
計
画
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
活
か
し
て
行
く

の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
が
持

つ
目
的
や
制
限
を
考
慮

し
、
特
性
を
活
か
し
た
町
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

少
子
高
齢
人
口
減
少
時

代
の
町
づ
く
り
の
構
想

と
計
画
は
。

人
口
減
少
の
波
は
避
け

ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も「
波
佐
見
町
の
勢
い
」

を
止
め
ず
に
、
安
心
し
て
長
く

暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
た
い
。

新
し
い
世
代
の
子
育
て
、

教
育
、
福
祉
の
町
づ
く

り
へ
の
推
進
は
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
子
育
て
を

地
域
や
社
会
全
体
で
支
え
て
い

く
。

　
み
ん
な
で
こ
こ
ろ
豊
か
な
成

長
を
目
指
す
施
策
に
取
り
組
み

た
い
。

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ

の
整
っ
た
町
は
人
口
が

増
え
て
い
る
。
町
の
具
体
的
な

行
動
と
計
画
は
。

議員
　
注
目
を
集
め
る
本
町
の
更
な

る
発
展
の
た
め
に
は
、
道
路
の

整
備
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
課
題
で
あ
る
。

波
佐
見
郵
便
局
前
か
ら

宿
郷
濁
渕
間
の
歩
道
整

備
工
事
は
。

現
在
、
用
地
買
収
や
補

償
の
交
渉
を
行
っ
て
い

る
。
実
質
的
な
工
事
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
着
手
予
定
。

歩
道
整
備
は
ど
の
よ
う

な
計
画
で
実
施
さ
れ
て

い
る
か
。特

に
明
確
な
整
備
計
画

は
な
い
。
基
本
的
に
は

自
治
会
の
要
望
を
ベ
ー
ス
に
、

必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　
河
川
の
整
備
は
急
務
で
あ

り
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
早
急
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

二
級
河
川
の
整
備
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
町
と
し
て
県
へ

の
要
望
は
。

県
に
整
備
計
画
は
な
い

と
の
こ
と
。
町
は
、
地

元
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
写
真

や
資
料
を
取
り
ま
と
め
、
県
へ

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

二
級
河
川
村
木
川
の
浚

渫
及
び
樹
木
伐
採
の
工

事
を
終
え
て
感
じ
る
こ
と
は
。

河
川
に
お
い
て
通
水
断

面
の
確
保
も
な
さ
れ

た
。
今
後
も
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
は
、引
き
続
き
要
望
す
る
。

　
教
師
の
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、
教
育
界
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
　

中
学
校
の
「
部
活
動
の

地
域
移
行
」
へ
の
取
組

み
は
。

波
佐
見
町
地
域
部
活
動

推
進
検
討
委
員
会
（
仮

称
）
を
立
ち
上
げ
、
組
織
づ
く

り
を
始
め
て
行
く
。

公
共
施
設
は
長
寿
命
化

を
図
り
、
道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
重
要
度
な
ど

を
考
慮
し
た
い
。

「
訪
れ
た
く
な
る
町
」

へ
の
取
組
み
は
。

観
光
に
焼
き
物
は
欠
か

せ
な
い
が
、
南
地
区
に

は
違
う
客
層
も
あ
る
。
民
間
と

行
政
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

　

町長

議員町長 町長

議員町長 町長

議員

議員

町長

議員

整備された村木川

　町長の考えは
しっかりしたもの
である。
　子育て世代支援を充実
　　　　　させてほしい。

つぶ
　やき

町長

つぶ
　やき

　新町長にはこれ
までの町政の流れ
をくみ、更なる発展
をさせるとの意気込みを聞い
　　　　た。ぜひ勢いを止め
　　　　　　　ない施策を期
　　　　　　　待したい。

つぶ
　やき

▼

議員町長

町長

議員町長議員町長

議員教育長

1990年（H2年）は15,728人。
2022年（R4年）現在は14,381人。
2040年（R22年）は12,397人となる
見込み。

　議員も実態把握に
努めている。
　なぜ、自治会の要望が
優先されるのか。
　　　　　議員の声は地域の
　　　　　声でもある。
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北村　清美　 議員 前田　博司 議員 横山　聖代 議員 
５年度からできる
よう進めている

個別に確認し、
普及を図る

小学生以上の
現物支給は合併浄化槽の対策は

議員

町長町長
相互利用の道
を探る

タクシー券のバス利用は

町長

ふるさと納税カタログ

汲み取りの様子

町内を走る路線バス

　
町
長
は
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
り
10
年
20
年
先
の
一
手

を
打
ち
、
町
づ
く
り
の
根
幹
と

な
る
「
人
」
へ
の
支
援
を
行
う

と
述
べ
た
。

ど
の
よ
う
な
想
い
で

『
子
育
て
世
代
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
』
を
重
点
施
策

の
最
初
に
挙
げ
た
の
か
。

町
を
支
え
て
い
く
の
は

全
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
担
う
も
の
で
あ

る
が
、そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、

町
に
変
化
や
活
力
を
も
た
ら
す

子
育
て
世
代
で
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
福
祉
医
療
費
は

小
学
生
以
上
も
現
物
支

給
に
す
べ
き
と
要
望
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
18
歳

歳
ま
で
現
物
支
給
に
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

高
校
生
の
通
学
の
不
便

さ
が
、
本
町
の
子
育
て

支
援
の
課
題
と
考
え
る
が
。

様
々
な
法
律
が
絡
み
合

っ
て
い
る
た
め
、
抜
本

的
な
解
決
策
を
提
供
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
現
在
の
高
齢
者
支
援
で
不
足

し
て
い
る
の
は
『
買
い
物
弱
者

支
援
』
と
言
わ
れ
て
い
る
。

図
の
よ
う
な
本
町
独
自

の
支
援
を
考
え
て
は
ど

う
か
。
議員

議員
　
町
長
は
所
信
表
明
に
重
点
施

策
と
し
て
「
子
育
て
支
援
」
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
は
時

限
的
な
も
の
か
。
　

ま
ず
半
額
と
し
て
い
る

第
２
子
の
給
食
費
を
無

料
化
と
し
、
そ
の
後
完
全
無
償

化
を
目
指
し
、
制
度
は
恒
常
的

な
も
の
と
し
た
い
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
路
線
バ
ス
に
利
用

で
き
な
い
か
。

同
様
の
要
望
は
聞
い
て

い
る
。
現
状
で
は
対
応

が
難
し
い
が
路
線
バ
ス
と
の
相

互
利
用
の
研
究
を
続
け
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
、
固
定

費
の
増
大
と
な
ら
な
い
の
か
。

維
持
管
理
費
な
ど
の
固

定
費
が
増
大
す
る
こ
と

は
否
め
な
い
が
、
シ
ス
テ
ム
に

係
る
経
費
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
確
実
に
進
め
た
い
。

　
好
調
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応

援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
有
意

義
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。

寄
附
金
の
活
用
は
寄
付

者
の
意
向
に
沿
う
形
で

議員
　
現
在
で
も
約
１
３
０
０
世
帯

が
汲
み
取
り
式
で
、「
合
併
処
理

浄
化
槽
」の
普
及
が
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
整
備
に
は
程
遠
い
現

状
で
あ
る
。

汲
み
取
り
世
帯
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の「
合
併
処
理
浄
化
槽
や
設
置

補
助
金
」・「
設
置
の
検
討
」な
ど

集
計
結
果
と
対
策
は
。

発
送
は
８
１
７
世
帯
で

回
答
数
は
３
７
７
件
。

回
答
率
46
％
。「
合
併
処
理
浄
化

槽
」は
知
っ
て
い
る
が「
補
助
制

度
」は
知
ら
な
い
世
帯
26
％
、
両

方
知
ら
な
い
世
帯
27
％
。

　
設
置
の
検
討
は「
前
向
き
な

回
答
」22
％
、「
興
味
は
あ
る
が
難

し
い
」32
％
、「
考
え
て
な
い
」

34
％
。

　
理
由
は「
不
便
を
感
じ
な
い
」

24
％
、「
設
置
に
お
金
を
か
け
る

つ
も
り
が
な
い
」15
％
、「
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
た
め
」36
％
、「
経

済
的
な
理
由
」44
％
、「
敷
地
に
設

置
場
所
が
な
い
」15
％
。
　

　
対
策
は
今
年
４
月
に
補
助
金

を
増
額
し
た
の
で
負
担
の
軽
減

を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
地
区

的
な
隔
た
り
が
あ
り
、
汚
水
処

理
や
住
宅
の
立
地
状
況
を
個
別

に
確
認
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
を
促
す
必
要
性
が
重

要
。

一
般
会
計
か
ら「
巨
額

の
繰
入
金
」が
常
態
化

し
、
償
還
に
充
て
ら
れ
て
お

り
、
更
に
は
毎
年
起
債
に
よ
る

「
多
額
の
支
払
利
息
」も
生
じ
て

い
る
が
、
抜
本
的
な
解
決
策

は
。

今
後
の「
地
方
債
償
還
」

及
び「
支
払
利
息
」の
推

移
は
現
時
点
で
は
令
和
９
年
度

が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
後
は

減
少
す
る
見
込
み
。「
地
方
債
」

は
下
水
道
事
業
を
継
続
す
る
財

源
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
抜
本
的
な
解
決
は
現
状

で
は
厳
し
い
。

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

寄
付
者
の
方
の
意
向
と

活
用
の
割
合
に
若
干
の

違
い
が
あ
る
が
、
国
や
県
の
補

助
金
が
使
え
る
も
の
を
優
先
し

町
の
負
担
を
少
な
く
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
目
的
と
の
差
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
。

　

町長

議員町長 町長

議員町長 町長 議員

町長

議員

　これからの前川
町政、思い切った
施策に期待しています。
　でも私も、色々と意見させ
　　　　　　ていただきます
　　　　　　ので、ご了知お
　　　　　　きを。

つぶ
　やき

町長

　町長の「波佐見町
の将来」を見据えた
答弁。
　急がず、慌てず「一歩一歩」
　　　　　進まれんことを。

つぶ
　やき

　今後、自治体ＤＸ
やＩＴ化で維持管理
費は増える一途。
広域化や広域連携も経費削減
　　　　　　策として有効と
　　　　　　思う。さらなる
　　　　　　研究を！

つぶ
　やき

議員町長

議員町長

移
動
販
売
も
買
物
宅
配

も
大
き
な
課
題
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
町
民
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
や
世
帯
状
況
が

違
う
た
め
、
全
て
に
対
応
可
能

な
支
援
策
は
難
し
い
。
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
内
容
を
精
査

し
た
い
。

町長　
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北村　清美　 議員 前田　博司 議員 横山　聖代 議員 
５年度からできる
よう進めている

個別に確認し、
普及を図る

小学生以上の
現物支給は合併浄化槽の対策は

議員

町長町長
相互利用の道
を探る

タクシー券のバス利用は

町長

ふるさと納税カタログ

汲み取りの様子

町内を走る路線バス

　
町
長
は
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
り
10
年
20
年
先
の
一
手

を
打
ち
、
町
づ
く
り
の
根
幹
と

な
る
「
人
」
へ
の
支
援
を
行
う

と
述
べ
た
。

ど
の
よ
う
な
想
い
で

『
子
育
て
世
代
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
』
を
重
点
施
策

の
最
初
に
挙
げ
た
の
か
。

町
を
支
え
て
い
く
の
は

全
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
担
う
も
の
で
あ

る
が
、そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、

町
に
変
化
や
活
力
を
も
た
ら
す

子
育
て
世
代
で
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
福
祉
医
療
費
は

小
学
生
以
上
も
現
物
支

給
に
す
べ
き
と
要
望
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
18
歳

歳
ま
で
現
物
支
給
に
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

高
校
生
の
通
学
の
不
便

さ
が
、
本
町
の
子
育
て

支
援
の
課
題
と
考
え
る
が
。

様
々
な
法
律
が
絡
み
合

っ
て
い
る
た
め
、
抜
本

的
な
解
決
策
を
提
供
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　
現
在
の
高
齢
者
支
援
で
不
足

し
て
い
る
の
は
『
買
い
物
弱
者

支
援
』
と
言
わ
れ
て
い
る
。

図
の
よ
う
な
本
町
独
自

の
支
援
を
考
え
て
は
ど

う
か
。
議員

議員
　
町
長
は
所
信
表
明
に
重
点
施

策
と
し
て
「
子
育
て
支
援
」
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
は
時

限
的
な
も
の
か
。
　

ま
ず
半
額
と
し
て
い
る

第
２
子
の
給
食
費
を
無

料
化
と
し
、
そ
の
後
完
全
無
償

化
を
目
指
し
、
制
度
は
恒
常
的

な
も
の
と
し
た
い
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
路
線
バ
ス
に
利
用

で
き
な
い
か
。

同
様
の
要
望
は
聞
い
て

い
る
。
現
状
で
は
対
応

が
難
し
い
が
路
線
バ
ス
と
の
相

互
利
用
の
研
究
を
続
け
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
、
固
定

費
の
増
大
と
な
ら
な
い
の
か
。

維
持
管
理
費
な
ど
の
固

定
費
が
増
大
す
る
こ
と

は
否
め
な
い
が
、
シ
ス
テ
ム
に

係
る
経
費
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
確
実
に
進
め
た
い
。

　
好
調
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応

援
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
有
意

義
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。

寄
附
金
の
活
用
は
寄
付

者
の
意
向
に
沿
う
形
で

議員
　
現
在
で
も
約
１
３
０
０
世
帯

が
汲
み
取
り
式
で
、「
合
併
処
理

浄
化
槽
」の
普
及
が
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
整
備
に
は
程
遠
い
現

状
で
あ
る
。

汲
み
取
り
世
帯
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の「
合
併
処
理
浄
化
槽
や
設
置

補
助
金
」・「
設
置
の
検
討
」な
ど

集
計
結
果
と
対
策
は
。

発
送
は
８
１
７
世
帯
で

回
答
数
は
３
７
７
件
。

回
答
率
46
％
。「
合
併
処
理
浄
化

槽
」は
知
っ
て
い
る
が「
補
助
制

度
」は
知
ら
な
い
世
帯
26
％
、
両

方
知
ら
な
い
世
帯
27
％
。

　
設
置
の
検
討
は「
前
向
き
な

回
答
」22
％
、「
興
味
は
あ
る
が
難

し
い
」32
％
、「
考
え
て
な
い
」

34
％
。

　
理
由
は「
不
便
を
感
じ
な
い
」

24
％
、「
設
置
に
お
金
を
か
け
る

つ
も
り
が
な
い
」15
％
、「
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
た
め
」36
％
、「
経

済
的
な
理
由
」44
％
、「
敷
地
に
設

置
場
所
が
な
い
」15
％
。
　

　
対
策
は
今
年
４
月
に
補
助
金

を
増
額
し
た
の
で
負
担
の
軽
減

を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
地
区

的
な
隔
た
り
が
あ
り
、
汚
水
処

理
や
住
宅
の
立
地
状
況
を
個
別

に
確
認
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
を
促
す
必
要
性
が
重

要
。

一
般
会
計
か
ら「
巨
額

の
繰
入
金
」が
常
態
化

し
、
償
還
に
充
て
ら
れ
て
お

り
、
更
に
は
毎
年
起
債
に
よ
る

「
多
額
の
支
払
利
息
」も
生
じ
て

い
る
が
、
抜
本
的
な
解
決
策

は
。

今
後
の「
地
方
債
償
還
」

及
び「
支
払
利
息
」の
推

移
は
現
時
点
で
は
令
和
９
年
度

が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
後
は

減
少
す
る
見
込
み
。「
地
方
債
」

は
下
水
道
事
業
を
継
続
す
る
財

源
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
抜
本
的
な
解
決
は
現
状

で
は
厳
し
い
。

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

寄
付
者
の
方
の
意
向
と

活
用
の
割
合
に
若
干
の

違
い
が
あ
る
が
、
国
や
県
の
補

助
金
が
使
え
る
も
の
を
優
先
し

町
の
負
担
を
少
な
く
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
目
的
と
の
差
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
る
。

　

町長

議員町長 町長

議員町長 町長 議員

町長

議員

　これからの前川
町政、思い切った
施策に期待しています。
　でも私も、色々と意見させ
　　　　　　ていただきます
　　　　　　ので、ご了知お
　　　　　　きを。

つぶ
　やき

町長

　町長の「波佐見町
の将来」を見据えた
答弁。
　急がず、慌てず「一歩一歩」
　　　　　進まれんことを。

つぶ
　やき

　今後、自治体ＤＸ
やＩＴ化で維持管理
費は増える一途。
広域化や広域連携も経費削減
　　　　　　策として有効と
　　　　　　思う。さらなる
　　　　　　研究を！

つぶ
　やき

議員町長

議員町長

移
動
販
売
も
買
物
宅
配

も
大
き
な
課
題
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
町
民
一
人

一
人
の
ニ
ー
ズ
や
世
帯
状
況
が

違
う
た
め
、
全
て
に
対
応
可
能

な
支
援
策
は
難
し
い
。
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
内
容
を
精
査

し
た
い
。

町長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13 議会だより   令和４年12月  第160号



14議会だより   令和４年12月  第160号

澤田　昭則　 議員 岡村真由美 議員 福田　勝也 議員 
様々な選択肢の
中で考える

今年度
リニューアルする

副町長の人選は新幹線開業で
誘客看板の設置は

議員

町長町長
「改葬することが
できる」のままで

「改葬する」に条例の
改正を

町長

官報公告を伝える立て札

観光スポット「陶芸の館」

観光誘客看板

プレミアム商品券

　
町
長
は
就
任
に
あ
た
り
「
継

承
、
変
革
、
進
化
」
を
基
本
方

針
に
掲
げ
、
所
信
を
述
べ
ら
れ

た
。

学
校
給
食
費
を
完
全
無

償
化
と
し
た
際
、
そ
の

予
算
規
模
と
財
源
は
。

年
間
予
算
規
模
は
約
５

８
０
０
万
円
と
な
る
。

一
般
財
源
で
賄
う
の
は
現
状
で

は
厳
し
い
。
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。

農
業
及
び
窯
業
従
事
者

の
担
い
手
不
足
や
後
継

者
問
題
の
今
後
の
対
策
は
。

関
係
団
体
と
も
協
議
を

進
め
て
い
る
が
、
業
界

の
意
識
改
革
も
含
め
、
議
論
を

深
め
て
解
決
策
を
見
出
し
て
い

き
た
い
。「

西
の
原
」・「
陶
芸
の

館
」
一
帯
を
ハ
ブ
と
し

た
町
内
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
計

画
は
。

観
光
客
に
周
遊
し
て
い

た
だ
く
仕
組
み
づ
く
り

や
こ
の
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け

る
競
技
力
向
上
の
対
策

は
。

競
技
人
口
の
拡
大
と
指

導
者
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
改
善
し
、
指
導
者
の
確

保
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
町
長
が
就
任
さ
れ
た
が
、
ま

だ
副
町
長
の
選
任
が
な
い
。

副
町
長
の
選
任
の
時
期

は
。

年
末
か
年
度
末
ま
で
の

期
間
に
な
る
べ
く
早
く

議員

議員
　
全
国
各
地
の
霊
園
で
問
題
化

し
て
い
る
無
縁
墓
が
町
民
霊
園

に
も
で
き
た
。
現
行
の
条
例
で

は
増
加
の
歯
止
め
に
な
ら
な
い
。

公
告
を
出
し
た
無
縁
墓

に
要
す
る
金
額（
支
出
）

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

具
体
的
な
改
葬
場
所
を

決
め
な
い
ま
ま
、
無
縁

墓
の
支
出
が
増
え
て
い
く
の
を

い
つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
。

速
や
か
に
慎
重
に
検
討

す
る
。

　
佐
賀
県
は
県
外
生
徒
の
入
学

上
限
を
廃
止
し
た
。
さ
ら
に
有

田
工
業
高
校
の
デ
ザ
イ
ン
科
・

セ
ラ
ミ
ッ
ク
科
は
佐
賀
県
と
有

田
町
の
支
援
を
受
け
「
地
域
み

ら
い
留
学
」に
参
画
し
て
い
る
。

本
町
の
波
佐
見
高
校
支
援
策
の

効
果
が
懸
念
さ
れ
る
。

議員
　
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
本
町

へ
の
佐
賀
県
方
面
か
ら
の
観
光

誘
客
が
期
待
で
き
る
。

誘
客
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置

は
。

永
尾
郷
県
境
の
県
道
１

号
線
沿
い
に
あ
る
看
板

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
今
年
度
行

う
。

　「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」

は
、
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
で
町
民

や
事
業
者
を
支
援
し
た
。

物
価
高
対
策
を
考
慮
し

今
後
、
継
続
支
援
事
業

と
し
て
は
。今

年
度
で
終
了
す
る
。

　
本
町
に
は
小
児
科
の
医
療
機

関
が
な
い
。

誘
致
に
向
け
て
の
取
組

み
や
新
規
開
業
に
対
す

る
補
助
制
度
は
。

町
医
師
会
に
対
し
「
小

児
科
の
誘
致
」
に
つ
い

て
町
と
し
て
の
方
針
を
説
明
し

協
力
を
お
願
い
し
た
。
今
後
、

医
師
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
補

助
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
自
治
会
は
、
地
域
課
題
の
解

決
や
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

有
工
の
「
地
域
み
ら
い

留
学
」
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
。同

様
の
取
り
扱
い
が
で

き
な
い
か
、
県
に
要
望

す
る
こ
と
は
で
き
る
。

有
工
で
も
参
画
一
年
目

は
入
学
者
の
確
保
に
至

ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
と
思
う

か
。

寮
が
完
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
か
。

町長 町長

　副町長不在のまま
では、日常業務に支
障がでる。
　早い時期に町長が最も信頼
　　　　　でき、職員からも
　　　　　信頼される人選を
　　　　　　期待する。

つぶ
　やき

町長

　コロナ経済対策の
「プレミアム商品券
事業」は消費拡大が
目的だった。今後は物価高対
　　　　　策を考え継続支援
　　　　　として取り組んで
　　　　　ほしい。

つぶ
　やき

　佐賀県と有田町は
下宿先を多数確保し
全国から生徒を本気で
集めようとしている。
　　　　寮も下宿もない波高
　　　　美工科に生徒は来る
　　　　　のだろうか。

つぶ
　やき

議員町長 議員町長

選
任
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
人
選
を
考

え
て
い
る
か
。

波
佐
見
町
役
場
の
勤
務

経
験
が
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
様
々
な
選
択
肢
の
中

で
人
選
し
た
い
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
を
目
的
と
し
て
自

治
会
振
興
交
付
金
の
増

額
は
。

自
治
会
と
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
研
究
し
対

応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議員町長

議員町長

町長

議員町長議員町長

議員町長

議員町長

議員町長

支出額
徴収未納額
公告費用
再火葬費用
改葬処分経費
墓標撤去費
徴収未納額

令和3年度まで（2,000円×9年分）
官報に掲載する
３壺の遺骨を1壺に収める
遺骨をお寺等に預ける
墓標を処分する（業者見積り）
令和4年度から（２，０００円×？年分）

18,000
18,008

3,000
?      

200,000
?      

備　考

町長 議員
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今年度
リニューアルする

副町長の人選は新幹線開業で
誘客看板の設置は

議員

町長町長
「改葬することが
できる」のままで

「改葬する」に条例の
改正を

町長

官報公告を伝える立て札

観光スポット「陶芸の館」

観光誘客看板

プレミアム商品券

　
町
長
は
就
任
に
あ
た
り
「
継

承
、
変
革
、
進
化
」
を
基
本
方

針
に
掲
げ
、
所
信
を
述
べ
ら
れ

た
。

学
校
給
食
費
を
完
全
無

償
化
と
し
た
際
、
そ
の

予
算
規
模
と
財
源
は
。

年
間
予
算
規
模
は
約
５

８
０
０
万
円
と
な
る
。

一
般
財
源
で
賄
う
の
は
現
状
で

は
厳
し
い
。
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。

農
業
及
び
窯
業
従
事
者

の
担
い
手
不
足
や
後
継

者
問
題
の
今
後
の
対
策
は
。

関
係
団
体
と
も
協
議
を

進
め
て
い
る
が
、
業
界

の
意
識
改
革
も
含
め
、
議
論
を

深
め
て
解
決
策
を
見
出
し
て
い

き
た
い
。「

西
の
原
」・「
陶
芸
の

館
」
一
帯
を
ハ
ブ
と
し

た
町
内
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
計

画
は
。

観
光
客
に
周
遊
し
て
い

た
だ
く
仕
組
み
づ
く
り

や
こ
の
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け

る
競
技
力
向
上
の
対
策

は
。

競
技
人
口
の
拡
大
と
指

導
者
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
改
善
し
、
指
導
者
の
確

保
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
町
長
が
就
任
さ
れ
た
が
、
ま

だ
副
町
長
の
選
任
が
な
い
。

副
町
長
の
選
任
の
時
期

は
。

年
末
か
年
度
末
ま
で
の

期
間
に
な
る
べ
く
早
く

議員

議員
　
全
国
各
地
の
霊
園
で
問
題
化

し
て
い
る
無
縁
墓
が
町
民
霊
園

に
も
で
き
た
。
現
行
の
条
例
で

は
増
加
の
歯
止
め
に
な
ら
な
い
。

公
告
を
出
し
た
無
縁
墓

に
要
す
る
金
額（
支
出
）

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

具
体
的
な
改
葬
場
所
を

決
め
な
い
ま
ま
、
無
縁

墓
の
支
出
が
増
え
て
い
く
の
を

い
つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
。

速
や
か
に
慎
重
に
検
討

す
る
。

　
佐
賀
県
は
県
外
生
徒
の
入
学

上
限
を
廃
止
し
た
。
さ
ら
に
有

田
工
業
高
校
の
デ
ザ
イ
ン
科
・

セ
ラ
ミ
ッ
ク
科
は
佐
賀
県
と
有

田
町
の
支
援
を
受
け
「
地
域
み

ら
い
留
学
」に
参
画
し
て
い
る
。

本
町
の
波
佐
見
高
校
支
援
策
の

効
果
が
懸
念
さ
れ
る
。

議員
　
新
幹
線
開
業
に
伴
い
、
本
町

へ
の
佐
賀
県
方
面
か
ら
の
観
光

誘
客
が
期
待
で
き
る
。

誘
客
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置

は
。

永
尾
郷
県
境
の
県
道
１

号
線
沿
い
に
あ
る
看
板

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
今
年
度
行

う
。

　「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」

は
、
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
で
町
民

や
事
業
者
を
支
援
し
た
。

物
価
高
対
策
を
考
慮
し

今
後
、
継
続
支
援
事
業

と
し
て
は
。今

年
度
で
終
了
す
る
。

　
本
町
に
は
小
児
科
の
医
療
機

関
が
な
い
。

誘
致
に
向
け
て
の
取
組

み
や
新
規
開
業
に
対
す

る
補
助
制
度
は
。

町
医
師
会
に
対
し
「
小

児
科
の
誘
致
」
に
つ
い

て
町
と
し
て
の
方
針
を
説
明
し

協
力
を
お
願
い
し
た
。
今
後
、

医
師
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
補

助
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
自
治
会
は
、
地
域
課
題
の
解

決
や
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

有
工
の
「
地
域
み
ら
い

留
学
」
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
。同

様
の
取
り
扱
い
が
で

き
な
い
か
、
県
に
要
望

す
る
こ
と
は
で
き
る
。

有
工
で
も
参
画
一
年
目

は
入
学
者
の
確
保
に
至

ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
と
思
う

か
。

寮
が
完
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
か
。

町長 町長

　副町長不在のまま
では、日常業務に支
障がでる。
　早い時期に町長が最も信頼
　　　　　でき、職員からも
　　　　　信頼される人選を
　　　　　　期待する。

つぶ
　やき

町長

　コロナ経済対策の
「プレミアム商品券
事業」は消費拡大が
目的だった。今後は物価高対
　　　　　策を考え継続支援
　　　　　として取り組んで
　　　　　ほしい。

つぶ
　やき

　佐賀県と有田町は
下宿先を多数確保し
全国から生徒を本気で
集めようとしている。
　　　　寮も下宿もない波高
　　　　美工科に生徒は来る
　　　　　のだろうか。

つぶ
　やき

議員町長 議員町長

選
任
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
人
選
を
考

え
て
い
る
か
。

波
佐
見
町
役
場
の
勤
務

経
験
が
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
様
々
な
選
択
肢
の
中

で
人
選
し
た
い
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
を
目
的
と
し
て
自

治
会
振
興
交
付
金
の
増

額
は
。

自
治
会
と
の
情
報
交
換

な
ど
を
行
い
研
究
し
対

応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議員町長

議員町長

町長

議員町長議員町長

議員町長

議員町長

議員町長

支出額
徴収未納額
公告費用
再火葬費用
改葬処分経費
墓標撤去費
徴収未納額

令和3年度まで（2,000円×9年分）
官報に掲載する
３壺の遺骨を1壺に収める
遺骨をお寺等に預ける
墓標を処分する（業者見積り）
令和4年度から（２，０００円×？年分）

18,000
18,008

3,000
?      

200,000
?      

備　考

町長 議員
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研究検討を進める
べき課題である

十分に対応すべき
課題である

「子育てしやすいまち
波佐見」は

今は農業者を
育てつくる時

議員

町長町長
先行団体の事例
を調査研究する

町長

保育の様子防犯カメラ

　
町
長
は「
子
育
て
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
」に
取
り
組
む
と
所
信

表
明
さ
れ
た
。

町
内
保
育
園
等
の
保
育

士
は
足
り
て
い
る
か
。

在
園
児
に
対
す
る
定
員

は
確
保
し
て
い
る
。
し

か
し
、
新
た
な
入
園
希
望
者
に

対
応
す
る
た
め
の
保
育
士
確
保

が
で
き
ず
、
現
在
、
13
人
の
児

童
が
待
機
中
で
あ
る
。

「
保
育
の
質
を
図
る
」と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

保
育
士
の
負
担
軽
減
が

余
裕
を
持
っ
た
保
育
に

な
り
、
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
る
。

　
具
体
的
に
は
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
園
支
援
訪
問
、
障
が
い

児
保
育
に
対
す
る
補
助
金
や
保

育
充
実

人
員
配

置
支
援

事
業
が

あ
る
。

保
育
士
支
援
制
度
と
は
。

新
規
採
用
保
育
士
の
家

賃
補
助
制
度
（
月
額
３

万
円
）
や
潜
在
保
育
士
の
就
労

支
援
支
度
金
（
10
万
円
）
で
あ

る
。
町
内
の
園
に
就
職
し
た
方

の
奨
学
資
金
返
済
援
助
も
実
施

し
て
い
る
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
お
い
で
お
い
で
ル
ー
ム

」
は
町
道
沿
い
で
、
広
場
や
駐

車
場
が
な
い
。
ま
た
、
古
い
民

間
住
宅
で
面
積
や
ト
イ
レ
等
の

間
取
り
に
制
限
が
あ
る
。
外
遊

び
は
近
く
の
広
場
を
利
用
す
る

た
め
、
町
道
の
横
断
な
ど
危
険

性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
公
設
民
営
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

早
急
な
実
現
は
難
し
い
。

議員

議員 　
本
町
で
は
、
大
き
な
事
件
や

事
故
は
起
こ
っ
て
は
い
な
い
が
、

全
国
で
は
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ

事
件
や
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

本
町
に
お
け
る
防
犯
の

あ
り
方
は
ど
う
か
。

子
ど
も
た
ち
に
関
る
大

き
な
事
件
や
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
。
登
下
校
時
の

交
通
安
全
や
不
審
者
対
策
に
つ

い
て
、
定
期
的
に
指
導
を
行
っ

て
い
る
。最

近
は
観
光
客
の
車
両

も
増
え
て
い
る
。
主
要

交
差
点
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

犯
罪
の
抑
止
と
犯
罪
者

の
特
定
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
。
設
置

に
つ
い
て
は
、
先
行
団
体
の
事

例
等
を
調
査
し
研
究
す
る
。

　
現
代
は
、
ゲ
ー
ム
等
で
の
ひ

と
り
遊
び
が
増
え
、
友
達
同
士

の
付
き
合
い
が
希
薄
と
な
り
、

不
登
校
の
一
因
に
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。不

登
校
の
原
因
は
。

考
え
ら
れ
る
も
の
に
友

人
や
先
生
と
の
関
係
、

議員
　
人
口
減
少
の
波
は
、
各
種
各

事
業
に
担
い
手
不
足
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
。
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
と
窯
業
へ
の
影
響

は
深
刻
で
あ
る
。

農
業
の
担
い
手
は
誰

か
。

認
定
農
業
者
と
農
事
組

合
法
人
と
考
え
て
い

る
。

農
業
者
の
推
移
は
。

２
０
１
５
年
か
ら
２
０

２
０
年
で
、
農
家
は
96

戸
・
農
業
者
は
３
２
６
人
減

少
。
年
齢
も
70
歳
以
上
が
32
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

新
規
農
業
参
入
者
を

待
っ
て
も
一
向
に
増
え

な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
農
家
を

育
て
、
つ
く
る
時
代
で
は
な
い

か
。

農
家
を
つ
く
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
は
他

県
に
あ
る
が
、
町
単
独
で
は
で

き
な
い
。国

や
県
、
周
り
の
市
町

と
一
緒
に
や
れ
ば
い

い
。
取
組
み
と
し
て
は
遅
い

が
、
何
か
し
な
い
と
現
状
突
破

は
難
し
い
が
。

農
家
を
つ
く
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
農
業
に

魅
力
が
な
い
と
状
況
は
変
わ
ら

な
い
。

農
業
の
魅
力
づ
く
り
を

行
う
の
が
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の
魅
力
づ
く
り
に
成

功
し
た
か
ら
こ
そ
、
本
町
に
多

く
の
人
が
集
ま
っ
て
来
て
い
る

と
思
う
が
。

現
状
で
は
、
農
家
は
減

る
一
方
、
耕
作
放
棄
地

は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
農
家

づ
く
り
は
、
十
分
に
対
応
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。

学
力
不
振
、
無
気
力
、
何
と
な

く
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

対
策
と
し
て
は
何
が
必

要
か
。

学
校
で
は
、
現
状
把
握

の
た
め
、
心
配
事
相
談

箱
の
設
置
や
定
期
的
な
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
個
別

の
対
応
を
丁
寧
に
根
気
強
く
行

っ
て
い
る
。

対
策
の
一
つ
に
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
た
ら
ど

う
か
。

人
と
関
わ
る
こ
と
を
苦

に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
一
概
に
は
採
用
し
づ
ら

い
。

町長

町長

教育長

　町長は「子育て
世代に優しいまち
づくり」を所信の
第一に表明された。重みある
　　　　所信（初心）の実行
　　　　　　・実現に全力投
　　　　　　球してほしい。

つぶ
　やき

町長

つぶ
　やき

つぶ
　やき

議員

同
ル
ー
ム
の
児
童
は
年

間
２
５
０
日
以
上
通
い
、

小
学
校
の
出
席
日
数
の
約
２
０

０
日
を
上
回
る
。
施
設
の
老
朽

化
と
合
わ
せ
早
急
な
整
備
が
必

要
で
は
。今

の
状
況
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　

町長

議員町長

議員

町長

議員町長

議員

町長 議員

議員

町長

議員教育長

町長 議員

　スポーツで汗ば
かいてみれば、
気持ちの良かとばってんね。
何でもよかけん、試してみれ
　　　　　　ばよか。
　　　　　　　大事かとは
　　　　　　「今」ばい。

議員町長

議員町長

町長

認定農業者による稲刈り 練習に励む子どもたち

　担い手問題も一歩
踏み出せばいいこと。
　町長選で聞いた
「できない理由よりできる方法
　　　を考える」この言葉の
　　　　　本気度を問いたい。

主要交差点に
防犯カメラ設置を
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べき課題である

十分に対応すべき
課題である

「子育てしやすいまち
波佐見」は

今は農業者を
育てつくる時

議員

町長町長
先行団体の事例
を調査研究する

町長

保育の様子防犯カメラ

　
町
長
は「
子
育
て
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
」に
取
り
組
む
と
所
信

表
明
さ
れ
た
。

町
内
保
育
園
等
の
保
育

士
は
足
り
て
い
る
か
。

在
園
児
に
対
す
る
定
員

は
確
保
し
て
い
る
。
し

か
し
、
新
た
な
入
園
希
望
者
に

対
応
す
る
た
め
の
保
育
士
確
保

が
で
き
ず
、
現
在
、
13
人
の
児

童
が
待
機
中
で
あ
る
。

「
保
育
の
質
を
図
る
」と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

保
育
士
の
負
担
軽
減
が

余
裕
を
持
っ
た
保
育
に

な
り
、
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
る
。

　
具
体
的
に
は
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
園
支
援
訪
問
、
障
が
い

児
保
育
に
対
す
る
補
助
金
や
保

育
充
実

人
員
配

置
支
援

事
業
が

あ
る
。

保
育
士
支
援
制
度
と
は
。

新
規
採
用
保
育
士
の
家

賃
補
助
制
度
（
月
額
３

万
円
）
や
潜
在
保
育
士
の
就
労

支
援
支
度
金
（
10
万
円
）
で
あ

る
。
町
内
の
園
に
就
職
し
た
方

の
奨
学
資
金
返
済
援
助
も
実
施

し
て
い
る
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
お
い
で
お
い
で
ル
ー
ム

」
は
町
道
沿
い
で
、
広
場
や
駐

車
場
が
な
い
。
ま
た
、
古
い
民

間
住
宅
で
面
積
や
ト
イ
レ
等
の

間
取
り
に
制
限
が
あ
る
。
外
遊

び
は
近
く
の
広
場
を
利
用
す
る

た
め
、
町
道
の
横
断
な
ど
危
険

性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
公
設
民
営
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

早
急
な
実
現
は
難
し
い
。

議員

議員 　
本
町
で
は
、
大
き
な
事
件
や

事
故
は
起
こ
っ
て
は
い
な
い
が
、

全
国
で
は
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ

事
件
や
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

本
町
に
お
け
る
防
犯
の

あ
り
方
は
ど
う
か
。

子
ど
も
た
ち
に
関
る
大

き
な
事
件
や
事
故
は
発

生
し
て
い
な
い
。
登
下
校
時
の

交
通
安
全
や
不
審
者
対
策
に
つ

い
て
、
定
期
的
に
指
導
を
行
っ

て
い
る
。最

近
は
観
光
客
の
車
両

も
増
え
て
い
る
。
主
要

交
差
点
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

犯
罪
の
抑
止
と
犯
罪
者

の
特
定
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
。
設
置

に
つ
い
て
は
、
先
行
団
体
の
事

例
等
を
調
査
し
研
究
す
る
。

　
現
代
は
、
ゲ
ー
ム
等
で
の
ひ

と
り
遊
び
が
増
え
、
友
達
同
士

の
付
き
合
い
が
希
薄
と
な
り
、

不
登
校
の
一
因
に
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。不

登
校
の
原
因
は
。

考
え
ら
れ
る
も
の
に
友

人
や
先
生
と
の
関
係
、

議員
　
人
口
減
少
の
波
は
、
各
種
各

事
業
に
担
い
手
不
足
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
。
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
と
窯
業
へ
の
影
響

は
深
刻
で
あ
る
。

農
業
の
担
い
手
は
誰

か
。

認
定
農
業
者
と
農
事
組

合
法
人
と
考
え
て
い

る
。

農
業
者
の
推
移
は
。

２
０
１
５
年
か
ら
２
０

２
０
年
で
、
農
家
は
96

戸
・
農
業
者
は
３
２
６
人
減

少
。
年
齢
も
70
歳
以
上
が
32
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

新
規
農
業
参
入
者
を

待
っ
て
も
一
向
に
増
え

な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
農
家
を

育
て
、
つ
く
る
時
代
で
は
な
い

か
。

農
家
を
つ
く
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
は
他

県
に
あ
る
が
、
町
単
独
で
は
で

き
な
い
。国

や
県
、
周
り
の
市
町

と
一
緒
に
や
れ
ば
い

い
。
取
組
み
と
し
て
は
遅
い

が
、
何
か
し
な
い
と
現
状
突
破

は
難
し
い
が
。

農
家
を
つ
く
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
。
し
か
し
、
農
業
に

魅
力
が
な
い
と
状
況
は
変
わ
ら

な
い
。

農
業
の
魅
力
づ
く
り
を

行
う
の
が
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の
魅
力
づ
く
り
に
成

功
し
た
か
ら
こ
そ
、
本
町
に
多

く
の
人
が
集
ま
っ
て
来
て
い
る

と
思
う
が
。

現
状
で
は
、
農
家
は
減

る
一
方
、
耕
作
放
棄
地

は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
農
家

づ
く
り
は
、
十
分
に
対
応
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。

学
力
不
振
、
無
気
力
、
何
と
な

く
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

対
策
と
し
て
は
何
が
必

要
か
。

学
校
で
は
、
現
状
把
握

の
た
め
、
心
配
事
相
談

箱
の
設
置
や
定
期
的
な
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
個
別

の
対
応
を
丁
寧
に
根
気
強
く
行

っ
て
い
る
。

対
策
の
一
つ
に
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
た
ら
ど

う
か
。

人
と
関
わ
る
こ
と
を
苦

に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
一
概
に
は
採
用
し
づ
ら

い
。

町長

町長

教育長

　町長は「子育て
世代に優しいまち
づくり」を所信の
第一に表明された。重みある
　　　　所信（初心）の実行
　　　　　　・実現に全力投
　　　　　　球してほしい。

つぶ
　やき

町長

つぶ
　やき

つぶ
　やき

議員

同
ル
ー
ム
の
児
童
は
年

間
２
５
０
日
以
上
通
い
、

小
学
校
の
出
席
日
数
の
約
２
０

０
日
を
上
回
る
。
施
設
の
老
朽

化
と
合
わ
せ
早
急
な
整
備
が
必

要
で
は
。今

の
状
況
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　

町長

議員町長

議員

町長

議員町長

議員

町長 議員

議員

町長

議員教育長

町長 議員

　スポーツで汗ば
かいてみれば、
気持ちの良かとばってんね。
何でもよかけん、試してみれ
　　　　　　ばよか。
　　　　　　　大事かとは
　　　　　　「今」ばい。

議員町長

議員町長

町長

認定農業者による稲刈り 練習に励む子どもたち

　担い手問題も一歩
踏み出せばいいこと。
　町長選で聞いた
「できない理由よりできる方法
　　　を考える」この言葉の
　　　　　本気度を問いたい。

主要交差点に
防犯カメラ設置を
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変
化
を
楽
し
む
。

12人が一般質問で登壇

ここに
注目！

新町長に聞く！

　
青
ベ
ー
ス
の
釉
薬(

ゆ
う
や
く)

に
描
か
れ
た
白
い
手
描
き
の
模
様
は
、
同
じ
も
の
も
あ
れ
ば

少
し
形
を
変
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
日
々
の
う
つ
ろ
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
対
照
的
に
、

手
描
き
の
模
様
が
集
ま
っ
た
青
い
ら
せ
ん
状
の
形
は
、
大
き
く
変
化
す
る
時
の
流
れ
を
表
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
長
崎
県
展
で
中
華
人
民
共
和
国
駐
長
崎
総
領
事
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。

編
集
後
記

　
「
は
さ
み
議
会
だ
よ
り
」
は
年
４
回
発

行
し
、
今
回
で
１
６
０
号
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
の
伝
達
技
術
も
様
変
わ
り
し
、
現

在
は
議
会
を
直
接
傍
聴
し
な
く
て
も
生
中

継
や
動
画
配
信
で
観
る
、
聴
く
な
ど
利
便

性
が
か
な
り
向
上
さ
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
進
化
し
た
技

術
を
浸
透
さ
せ
、
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

に
変
革
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
政
に
対
し
て
町
民
皆
様
の

様
々
な
声
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
民
と

行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
厳
し
い
社
会

情
勢
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
澤
田
　
昭
則
）

田

添

有

喜

澤

田

昭

則

岡

村

達

馬

岡
　
村
　
真
由
美

濵

本

秋

人

前

田

博

司

委
員
長

副
委
員
長

委

員

百

武

辰

美

議

長

議
会
だ
よ
り
●
令
和
４
年
12
月
14
日
発
行

●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１
波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　
印
刷
／
有
限
会
社
井
手
写
真
製
版

傍聴者の声 9
いただいたご意見を紹介します。

今後、議会だよりでは町民皆様の声を掲載していく予定です。

月定例会には延べ39人の傍聴者がありました。

①傍聴席に入ると空気が一変する。行政側と議
員席が対面し、そこは緊張感にあふれる会場
だった。双方が「町をもっとよくしたいと願う」
白熱した議論から町政が高まっていくことを
体験した。

②傍聴席はいつもがらがらで少し寂しいが、世
の中の政治的無関心を考えればそんなもので
しょうか。自治会の役員さんは、特に傍聴して
関心を高めていただきたい。　（74歳　男性）

①新町長が初議会で所信表明をされ、これから
の町政についてどう答弁されるか期待したが、
緊張されていたのか少し元気がなかった。

②テレビ放映のお陰で議会活動が身近に感じら
れて、町政にも関心が持てるようになった。

③一般質問において、１項目ずつ質問、答弁、
　質疑応答ができないのでしょうか。

（67歳　男性）

町長と二人の新人議員は初めての議会でした。
新人議員の発言に対して答弁者の丁寧な対応
を感じ、ベテラン議員の時は白熱した時間帯も
あり真剣な対応に身を乗り出しました。

（68歳　男性）

①時間の都合で２名の質疑応答だけを拝聴しま
したが、２名ともよく観察したり、いろんな統計
を取ったりされていることに感心しました。
②私の所は生放送が観られないので、はじめて
傍聴しに来ました。　　　　 （66歳　女性）

①質問や答弁の経緯を傍聴することで、波佐見
町の発展のために双方が様々な勉強とご苦
労をなされていることが伝わりました。
②生放送の時間帯は仕事で、たまたま夜にチャ
ンネルを変えてみたら一般質問が放映されて
いました。できたら再放送があることを町内放
送で流してもらいたい。　　　　　　（女性）

①質問内容が重複するものがあったので、まと
めて質問した方がいいと思う。

②生放送により、議会の様子がリアルタイムで
観られるので、町や議員の考えが分かりやす
くてとてもよい。
③答弁は、「思います」ではなく、「いたします」と
言えるように事前調査に力を入れてほしい。

④一般質問の日時や議員の順番・内容等が事前
に分かるともっと関心を持ってもらえると思う。

　　　　　　　　　（63歳　女性）

　「波佐見に住んで良かった」
と思える町を目指すのはもと
より、進学や就職で町を離れて
も帰ってきたくなるような、
今以上に魅力ある町づくりの
ために頑張ります。

　一般質問は大変緊張しまし
た。
　議場の雰囲気や委員会等の
空気にはいくらか慣れました
が、内容はこれからしっかり
勉強していきます。濵本　秋人 議員前田　博司 議員

発
行
責
任
者

議 員 紹 介

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

新新


